
１．はじめに

本工事施工箇所は延岡市の中心市街地を流れる大

瀬川右岸３k４００～４k１００の区間に河川土工掘削工

３９，８００m３、残土処理工３８，６００m３、護岸岸工大型張

ブロック従来型３６６m２、環境型２，３１１m２を施工しま

した。

２．改善提案

施工手順・施工方法の細部にわたる検討を行い、

結果として水替えを軽減し、工期短縮にもっとも有

利な点から現場打コンクリート基礎を、プレキャス

ト基礎及び新技術工法の基礎ブロック（eベース）

を活用する事にしました。

３．従来工法の問題点

工期は平成１８年９月２６日から平成１９年３月２０日の

１７６日、しかし１０月～１２月は鮎漁の最盛期で、水郷

延岡のシンボルでもある鮎やなが掛けられ、水際で

の施工は鮎漁の終わる１２月１０日以降に着手する事に

なり工期的に厳しいものとなりました。

４．工夫・改善点

しかし水替えは川の中に大型土のうをビニール

シートで覆うだけの仮締め切りであったので水中ポ

ンプを増設しましたが、基礎ブロックの根入れが深

い箇所にあっては掘削をすると河床からのボイリン

グで大型土のうが倒れる危険性が出てきました。そ

れで再度、仮締め切りの検討を行った結果、一部仮

締切工を盛土と大型土のう併用による

仮締め切りに変更し、水替えが困難な箇所におい

てはポンプの増設、施工１箇所あたりの延長を短く

する事で、何とか基礎ブロック（eベース）を据付

ける事が出来ました。

５．効果

また“出来るだけ自然に”という観点から、河床

より上の部分の大型張ブロックには自然石を埋め込

んだ物を使用し、根固工においても根固コンクリー

トブロックは端部の止めだけに用い、代わりに県産

間伐材を用いた木工沈床に中詰材として栗石及び、

発生材を使用しました。

上流側の河川掘削においても設計の基準高（±５００

㎜）を満足するが、その中で凹凸をつけ、自然な形
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態に見えるようにしました。

最後にこの現場は、漁協との綿密な打合せ、現地

での確認等を行う事で信頼関係ができ、良い関係を

保つ事が出来たと思います。

今後は地元に喜ばれ、そして”自然との調和”を

念頭においた工事をやっていかなければならないと

切に感じました。
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